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編集者 Ｎ，Ｓ 

（指導助言・感想より） 

・児童や学校の実態にあわせて、

理論を援用することの難しさ

に気づいたことはよかった。 

・理論を知ることで実践の見え

方が変わってくる。 

・学級の集団性を高めることが

学習成果にも結びつく。 

 

 
 
 
 
 

 
 

1年次の成績が出ました！ 

 ２月で後期の授業も終了し、最終課題レポートに励む毎日でした。後期授業は、コースご

との専門科目が増え、それぞれの学びを深めることができたと思います。教職大学院での

1 年次３７単位の履修を無事修了し、成績も出ました。現職は、4 月から職場に復帰し、

週１回の通学となります。 

「基盤教育実習（1年次・ストレートマスター）」報告会 3月 2日 

 ストレートマスターの学生は、後期 9月から毎週火曜日に、それぞれの

校種（小学校、中学校、高等学校）の実習校で 1日を過ごし、学校現場の

実際を体験しながら、「基盤教育実習」を行ってきました。授業を見学し

たり、授業をさせて頂いたりするだけではなく、児童・生徒と関わりを持

ち、先生方の１日の業務補助を通して、教師の仕事をより深く知ることが

できました。自己の課題意識と研究内容および、次年度の「学校課題

探究実習」に向けての目標や取組について発表し、現職教員を含む大

学院生からの意見や大学院の先生方からの指導・助言を頂きました。 

（報告会後に集合写真を撮りました 👇 ） 

 

長期休暇（春休み）について 

 長期休暇は研究室に来て、レポートや研究を進めたり、本を読んだりしています。ストレートマスタ

ーは３月 14日まで基盤教育実習を行っています。実習日以外の日でも実習校に足を運び、授業実践を

行ったり、卒業式の補助をしたりしました。来年度の探究課題実習に向けて準備を進めています。 

 

その他 

院生室の年度末大掃除を行いました。4月には 2期生 20名が入学してきます。院生室には４１名の

机が並ぶので、職員室のような感じになりそうです。ストレートマスターと現職、１期生と２期生の交

流を通して、教職大学院の学びもますます充実していくことを願っています。 

 

お知らせ - 研究科紀要（第１巻）2017 -  

佐賀大学大学院学校教育学研究科紀要（第１巻）が発行されました。年１回の発行で、教職大学院の

先生方や大学院生が執筆しています。佐賀大学機関リポジトリで公開されますので、是非ご覧ください。 


